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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
輝
か
し
い
平
成
二
十
六
年
の
新
春
を
迎

え
、
校
友
の
皆
様
に
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
そ
し
て
日
ご
ろ
豊
島
区
地
域
支
部

の
様
々
な
活
動
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
頂
い

て
お
り
ま
す
皆
々
様
と
共
に
こ
の
新
し
い
年

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
誠
に
う
れ
し
い
限
り

で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
「
新
年
交
流
会
」、「
暑
気
払
い
」、

「
二
十
五
年
度
総
会
・
懇
親
会
」
の
三
大
行
事

に
加
え
二
月
に
は
豊
島N

PO

法
人
推
進
協
議

会
が
主
催
し
ま
し
た
「
第
七
回
社
会
貢
献
活

動
見
本
市
」
に
出
展
し
み
ら
い
館
大
明
賞
の

受
賞
、
八
月
に
は
地
域
支
部
有
志
の
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

十
一
月
九
日
（
土
）
に
は
平
成
二
十
五
年

度
総
会
・
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
懇
親
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
は
豊
島
区
区
長
高
野
之
夫
氏
を
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
お
招
き
し
「
祝
二
千
二
十

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
」
を
テ
ー
マ
に
豊
島
区
の
将
来
像
を
語
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
九
十
五
名
の
参
加
者

か
ら
は
七
年
後
の
開
催
に
向
け
健
康
を
維
持

し
て
是
非
観
戦
し
た
い
旨
の
感
想
を
述
べ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
三
月
で
丸
三
年
を
迎

え
ま
す
が
、
被
災
地
の
復
興
は
や
っ
と
そ
の

緒
に
就
い
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
か
ら
景
気
も
少
し
ず
つ
上

向
き
に
な
り
つ
つ
有
る
よ
う
で
す
。
経
済
界

も
労
働
賃
金
の
ア
ッ
プ
に
理
解
を
示
し
景
気

上
昇
に
弾
み
が
つ
け
ば
と
期
待
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

午
年
の
本
年
は
地
域
社
会
の
貢
献
に
我
が

支
部
と
し
て
何
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
結
論

を
出
す
こ
と
を
第
一
義
と
し
て
出
発
を
し
て

ゆ
く
所
存
で
す
。

　

豊
島
区
地
域
支
部
の
皆
様
に
は
是
非
、
地

域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
に
つ
い
て
ご
意
見
ご

指
導
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。

　

ま
た
、
毎
月
開
催
予
定
の
幹
事
会
を
通
じ

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
も
活
か
し
地

域
支
部
の
活
動
を
行
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
新
し
い
校
友
会
体
制
に
な
っ

て
か
ら
十
年
目
を
迎
え
地
道
に
、
実
直
に
地

域
に
貢
献
で
き
ま
す
様
念
じ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
校
友
の
皆
様
と
ご
家
族
様

の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

 

年
頭
の
挨
拶
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う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
身
の
回
り
の
様
々
な
法
律
問
題

の
相
談
に
対
応
し
、
身
近
な
街
の
法
律
家
と

し
て
社
会
貢
献
す
べ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

 

行
事
予
定

『
平
成
26
年
度
新
年
交
流
会
』

日
時
：
平
成
26
年
2
月
8
日（
土
）18
時
〜
21
時

場
所
：
地
球
飯
店

住
所
：
豊
島
区
西
池
袋
1- 

22 -

8

電
話
：
0
3-

3
9
8
5-

0
6
8
4

『
暑
気
払
い
』

日
時
：
平
成
26
年
8
月
3
日（
土
）

　
　
　
18
時
〜

場
所
：
ホ
テ
ル
第
一
イ
ン

	

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ピ
ノ
」

	

豊
島
区
東
池
袋
1 - 

42 - 
8

『
平
成
26
年
度
総
会
・
懇
親
会
』

日
時
：
平
成
26
年
11
月
8
日（
土
）18
時
〜
21
時

場
所
：
豊
島
区
勤
労
福
祉
会
館 

6
階 

大
会
議
室

住
所
：
豊
島
区
西
池
袋
2 - 

37  -

4

電
話
：
03 -

3
9
8
0 -

3
1
3
1

　

平
成
6
年
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
の
佐

藤
操
で
す
。
豊
島
区
長
崎
2
丁
目
で
司
法
書

士
事
務
所
を
開
業
し
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
内
の
司
法
書
士
事
務
所
に
勤
務

後
、
3
年
ほ
ど
前
に
父
の
実
家
を
改
装
し
て

開
業
し
ま
し
た
。
こ
の
豊
島
区
を
拠
点
と
し

て
地
域
に
根
差
し
た
法
律
家
と
し
て
成
長
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

司
法
書
士
と
い
う
職
業
に
馴
染
み
の
な
い

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、以
下
に
、司
法

書
士
の
業
務
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

主
な
業
務
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◎
不
動
産
登
記
…
不
動
産（
土
地
・
建
物
）

の
権
利
に
変
動
が
あ
っ
た
と
き
に
、
そ
れ

を
公
示
す
る
た
め
に
当
事
者
を
代
理
し
て

登
記
の
申
請
を
し
ま
す
。
具
体
例
を
挙
げ

る
と
、

・
家
の
相
続

・
家
の
購
入
ま
た
は
売
却

・
借
入
を
し
て
家
に
抵
当
権
等
を
設
定
す
る

・
住
宅
ロ
ー
ン
を
完
済
し
て
、抵
当
権
の
登
記

を
抹
消
す
る

◎
商
業
登
記
…
会
社
の
内
容
を
公
示
す
る
た

め
に
会
社
を
代
理
し
て
登
記
の
申
請
を
し

ま
す
。
例
え
ば
、会
社
の
設
立
、役
員
の
変

更
・
本
店
の
移
転
、
ま
た
は
合
併
等
の
際

に
登
記
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◎
債
務
整
理
…
借
金
を
返
済
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
た
と
き
に
、本
人
に
代
わ
っ
て
債

権
者
と
交
渉
し
た
り
、法
的
な
整
理（
自
己

破
産
等
）
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ま
た
、

貸
金
業
者
に
利
息
を
払
い
過
ぎ
て
い
た
場

合
に
は
、そ
の
返
還
の
請
求（
過
払
金
返
還

請
求
）を
し
ま
す
。

◎
裁
判
業
務
…
裁
判
所
へ
の
提
出
書
類（
訴

状
・
答
弁
書
・
支
払
督
促
等
）
を
作
成
し

ま
す
。
ま
た
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
は
法
務

大
臣
の
認
定（
簡
裁
訴
訟
代
理
等
関
係
業

務
認
定
）
を
受
け
た
司
法
書
士
は
、
簡
易

裁
判
所
で
の
1
4
0
万
円
以
下
の
争
い
に

つ
い
て
代
理
人
と
な
る
こ
と
も
で
き
る
よ

豊
島
区
内
で
ご
商
売
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
校
友
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

佐
藤  

操

法
学
部
法
律
学
科
平
成
6
年
卒



等
を
歌
い
、
声
援
を
送
り
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
、

チ
ア
ガ
ー
ル
は
、
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
時
代

は
、
六
大
学
野
球
で
活
躍
し
た
明
高
の
同
級
生
の

今
井
恒
夫
投
手
が
い
ま
し
た
の
で
、
身
近
に
感
じ

ま
し
た
。

　

付
属
校
の
た
め
、大
学
受
験
が
な
か
っ
た
の
で
、

大
学
で
は
、何
か
資
格
試
験
を
受
け
よ
う
と
思
い
、

高
校
時
代
に
公
認
会
計
士
を
目
指
す
こ
と
を
決
め

て
い
ま
し
た
。

　

明
高
の
同
級
生
の
何
人
か
が
、
同
じ
目
標
を

持
っ
て
い
た
の
で
、大
学
1
年
か
ら
夜
間
、簿
記
学

校
に
通
い
、簿
記
の
初
歩
か
ら
勉
強
を
し
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
、
同
級
生
は
、
私
を
含
め
3
人
が
公

認
会
計
士
の
二
次
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。一
方
、

司
法
試
験
を
目
指
し
た
同
級
生
は
、
2
名
が
合
格

し
ま
し
た
。　

明
高
で
は
、
比
較
的
、
優
秀
な
学

年
で
し
た
。
中
学
か
ら
大
学
の
10
年
間
、「
白
雲

な
び
く
駿
河
台
」
を
校
歌
と
し
て
歌
い
ま
し
た
の

で
、
明
大
校
友
会
豊
島
支
部
の
イ
ベ
ン
ト
の
最
後

に
歌
う
校
歌
は
、感
無
量
で
す
。

　

最
近
、
時
間
が
あ
り
、
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
と

思
わ
れ
、近
所
の
小
学
校
の
1
年
先
輩
か
ら
町
内

会
の
手
伝
い
を
誘
わ
れ
、
躊
躇
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
背
中
を
押
さ
れ
、
手
伝
い
を
始
め
ま
し

た
。
今
後
も
、
好
奇
心
を
失
わ
ず
、
何
事
に
も
ト

ラ
イ
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

監
査
法
人
を
63
歳
で
退
職
し
て
、
2
年
半
が
過

ぎ
ま
し
た
。
毎
日
が
日
曜
日
で
す
が
、予
定
は
、埋

ま
り
、
適
度
に
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

カ
ミ
さ
ん
か
ら
、
退
職
前
に
「
毎
日
、
家
に
い
る
こ

と
は
な
い
で
し
ょ
う
ね
！
」と
念
を
押
さ
れ
ま
し
た

が
、外
出
を
忠
実
に
守
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
「
白
雲
な
び
く
駿
河
台
」
に
行
っ
た
の
は
、

明
大
付
属
明
治
中
学
校
に
入
学
し
た
か
ら
で
す
。

母
親
が
、私
の
こ
と
を
団
塊
の
世
代
に
生
ま
れ
、墓

場
ま
で
競
争
の
世
代
と
思
っ
て
い
た
の
か
、
少
し

で
も
大
学
受
験
の
負
担
を
和
ら
げ
る
目
的
で
、
明

中
を
受
験
し
ま
し
た
。

明
中
の
校
歌
は
、
明
大
と
同
じ
で
し
た
。
1
年
に

2
回
、授
業
を
午
前
中
に
終
え
、中
学
・
高
校
の
全

生
徒
が
神
宮
球
場
に
向
か
い
、
明
大
戦
の
応
援
に

行
き
ま
し
た
。
内
野
の
応
援
席
に
座
り
、
応
援
歌

後
藤
孝
男

商
学
部
商
学
科
昭
和
46
年
3
月
卒



収　入　の　部 支　出　の　部
科　目 金　額 備　考 科　目 金　額  備　考

前年度繰越金
25年度年会費
イベント会費収入
他支部祝金等
受取り利息
寄付金

325,862
284,080
753,000

70,000
69

65,731

93名分

イベント経費
本部拠出金
会報作成費
通信費
郵便振込手数料
渉外費
その他経費

次年度繰越金

848,570
30,000
42,953
43,630

1,155
60,000

7,026

465,408

北部支部

はがき・切手等

隣接支部祝金等

計 1,498,742 計 1,498,742

豊
島
区
地
域
支
部
総
会
・

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
懇
親
会
報
告

　

平
成
25
年
度
豊
島
区
地
域
支
部
総
会
・
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
懇
親
会
が
11
月
9
日（
土
）池
袋

の
豊
島
区
勤
労
福
祉
会
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
95
名
の
校
友
・
来
賓
の
出
席
を
賜
り
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
25
年
度
の
事
業
・
決
算
及
び
監
査
報

告
が
承
認
さ
れ
、
引
き
続
き
平
成
26
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
続
い
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
豊
島
区

長　

高
野
之
夫
氏
、
東
京
商
工
会
議
所
豊
島
支

部
会
長　

鈴
木
正
美
氏
、
当
支
部
支
部
長　

三
浦
昭
生
氏
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
祝

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
」〜
さ
あ
、こ
れ
か
ら
7
年
豊
島
区
は

ど
う
動
く
、明
治
大
学
校
友
会
豊
島
地
域
支
部
は

何
が
貢
献
で
き
る
の
か
？
〜
の
テ
ー
マ
で
、
と
し

ま
N
P
O
推
進
協
議
会
代
表
理
事
で
あ
り
当
支

部
副
幹
事
長
の
柳
田
好
史
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
て
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

当
支
部
顧
問
で
元
J
O
C
副
理
事
長
の
林
務

氏
か
ら
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
経
費
が
ど
の
よ

う
な
所
に
ど
れ
程
必
要
で
あ
る
の
か
具
体
的
な
数

字
で
お
話
し
を
い
た
だ
き
、
柳
田
氏
の
絶
妙
な
司

会
進
行
も
あ
り
、
約
1
時
間
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
は
参
加
し
た
皆
さ
ん
も
大
変
興
味
深
く
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
懇
親
会
は
、
知
久
、
亀
山
常
任
幹
事

両
名
の
司
会
に
よ
り
板
橋
副
支
部
長
の
開
会
挨

拶
に
続
い
て
ご
来
賓
紹
介
が
あ
り
、
高
野
区
長
の

ご
来
賓
挨
拶
で
は
、
ご
本
人
は
立
教
大
学
ご
卒
業

に
も
か
か
わ
ら
ず
、冒
頭
に
な
ん
と
！  

明
大
校
歌

の
一
節
を
ご
披
露
い
た
だ
く
な
ど
、
と
て
も
当
為

即
妙
を
得
た
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

鈴
木
会
長
の
乾
杯
の
ご
発
声
を
待
っ
て
、
一
斉

に
歓
談
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、「
劇
団
ム
ジ
カ
フ
ォ
ン
テ
」に
よ

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
そ
し
て
震
災
復
興
支
援
ソ

ン
グ
“
花
は
咲
く
”
の
合
唱
や
今
年
の
暑
気
払

い
で
初
披
露
さ
れ
た
「
M
K
B
4
8
」
司
会
者
両

名
に
ム
ジ
カ
フ
ォ
ン
テ
の
若
手
数
人
の
応
援
を
得

て
、
ポ
ン
ポ
ン
を
打
ち
振
っ
て
の
迫
力
あ
る
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、そ
し
て
東
京
音
大
、武
蔵
野
音
大

生
等
に
よ
る
S
P
L
A
S
h
＃
8
の
金
管
8
重

奏
な
ど
な
ど
、盛
り
沢
山
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
堪

能
し
ま
し
た
。

　

会
も
佳
境
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
参
加
者
全
員
肩

を
組
み
合
っ
て
会
場
一
杯
大
き
な
輪
を
作
り
、
明

大
応
援
団
長
高
橋
君
の
元
気
な
号
令
に
会
わ
せ

て
、高
ら
か
に
校
歌
斉
唱
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
増
田
副
支
部
長
の
軽
妙
な
閉
会
挨
拶

に
続
き
、
林
顧
問
の
三
本
締
め
で
25
年
度
総
会
懇

親
会
は
一
抹
の
な
ご
り
惜
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
無

事
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

平成25年度 決算報告書　平成24年10月1日～平成25年9月30日まで （単位　円）


